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失敗事例のタイトル 
重油直接脱硫装置エフルエントクーラーの異常腐食減肉	
 	
 	
 	
  

一次原因（材料要素） 
局部腐食、硫化物腐食 
	
 	
  

機種 
エフルエントクーラー	
 	
  

部品 
伝熱管、配管	
 	
  

材料 
炭素鋼	
 	
  

概略の寸法 
	
 	
  

損傷発生時の状況 
重油直接脱硫装置の反応生成油エアクーラーに運転開始４ヶ月で炭素鋼製クーラーチューブ出口管端およびシ

ール溶接部の腐食減肉による漏洩が発生した。チューブとチューブシートは溶接を行っていた。	
 	
 	
 	
  
 

調査内容とその結果 
腐食の特徴：腐食減肉場所はチューブ配列の最終段、出口端部に限られていた。減肉部は滑らかでスケール付

着なし。ヘッダーのボトム、出口ノズル内面、出口ヘッダー直下の配管エルボ内面の背部も激しく腐食。	
 	
 	
 	
  
 

損傷発生のシナリオ 
流速過大部での水流化アンモニウム環境下でのエロージョンと推定。	
 	
 	
 	
  
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
バンドル数の増加、パス数の減少による流速低下。チューブ入口にフェルール挿入。一部にステンレス鋼ライ

ニング施工。	
 	
 	
 	
  

教訓 
エフルエントクーラーでの初めての腐食経験であり、その後の運転に参考となった。	
 	
 	
  

備考 
世界最初の重油直接脱硫装置での腐食経験の例	
 	
 	
 	
  

失敗の主要因 
	
 	
 	
 	
  

誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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